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大学の外国語教育における
CEFRを参照した到達度評価制度の実践
-大阪大学外国語学部の事例を中心に-

慶応義塾外国語教育への提言（第4回）
-目標設定のあり方と外国語学習の動機づけを考える- 
 2010年７月23日　日吉キャンパス

http://homepage.mac.com/jmajima1/bukosite/home.html
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本発表の内容構成

１　背景と目的
２　問題の所在
３　「言語教育プログラム改革」の方法　
４　「改革」の結果
５　学習動機の変化　　　
６　次のステップ　

7   最近の動きと応用可能性　　　
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大阪大学と大阪外国語大学の統合

大阪大学：Live Locally , Grow Globally

■学部定員で国立大学中最大　　学部生16000名（学生数約24000名）

■留学生の増加　(Global 30)　　約1500名

2007年10月1日

吹田キャンパス 箕面キャンパス 豊中キャンパス
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大阪大学の外国語卒業要件単位数
学部 第１外国語 第２外国語 選択外国語 特別外国語 専攻語

英語 独仏露中韓西伊
日

英／独仏露中／
GrL

広蒙TaBu 
HiArTuSwHuDeSw

Po

25言語

人科 6 4 4
文学 8 4 4
法学 8 4
経済 8 4
外国語 4 10+10+8
医学 6 3
歯学 6 3
薬学 6 3
理学 8 3
基礎工 8 3
工学 6 3
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背景と目的

[外から］　国立大学法人化＋大学統合の話
-->　 教育改革の要請

［内から］　学生が満足していない
　　　　　　このままではいけないという教員の声
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18%

26%
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専攻語を教えている教員の構成

言語学

言語教育学文学

その他

外国人教師
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専攻語ごとの目標（2003）

「１年生は初級、 ２年生は中級 

３、４年生は上級を目指す」

具体的に何が目指されているのか？
言語間の比較ができない！
問題の共有ができない！

どうやって外大の言語教育を改革するのか！？

????
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問題の所在

教員の専門性

教員間のコミュニケーション不足・「たこつぼ化」

学生からの不満の声

専攻語アンケートの結果

教員サポートの必要性

不透明 「共通メタ言語」が必要

教育改善の必要性
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共通性 透明性

能力記述文

共通参照レベル

ＣＥＦＲの利用

強制しない
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到達度評価制度の構築

到達度目標の設定と提示

カリキュラム編成・成績評価システムの確立

標準テスト・検定試験の開発
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「到達度評価制度」とは
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「到達度評価制度」とは

0

17.5

35.0

52.5

70.0

言語Ａ 言語Ｂ 言語Ｃ「～ができる」度

共通の指標による比較

１年次 ２年次 ３年次 ４年次

A2

A1

B1

B2
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到達度目標の記述方法

４年間一貫の言語教育

４技能別５項目の記載

専攻語の特性を反映した記述
「～ができる」型の記述

言語生活全般への配慮

学年ごとの到達度目標設定

14

ドイツ語プログラムの事例
理解すること理解すること 話すこと話すこと 書くこと

　聞くこと 　読むこと 　やりとり (会話への参加) 　表現 (一人で行なう報告
や説明など) 　書くこと

４年生 Ｂ１(註：１年間の留学者はＣ
１に到達可能。) Ｂ１ Ｂ１ Ｂ１ Ｂ１

３年生 Ａ２＋～Ｂ１ Ａ２＋～Ｂ１ Ａ２＋～Ｂ１ Ａ２＋～Ｂ１ Ａ２＋～Ｂ１

２年生後半

!授業で"
　明瞭に話されるなら、授業
に関係する課題や説明を理解
できる。
!ドイツで"
　個人や家族の情報、買い
物、近所、仕事などの直接自
分につながりのある領域でよ
く使われる語彙や表現を理解
することができる。
　生のメッセージやアナウン
スの要点を聞き取ることには
まだ困難が伴う。
(ほぼＡ２～Ａ２＋に対応)

!授業で"
　短い簡単なテキストならその
場で理解できる。
　辞書を用いて時間をかけれ
ば、やや複雑なテーマについて
の文章を理解できる。
!ドイツで"
　広告やパンフレット、メ
ニュー、予定表のような具体的
なテキストなら、その場で情報
を取り出すことができる。
　単独で短い個人的な手紙や説
明文を理解できる。
(ほぼＡ２～Ａ２＋に対応)

!授業で"
　日常生活についての身近な
話題や活動、あるいは教科書
の内容について教師のリード
があればなんとか会話ができ
る。
!ドイツで"
　通常の会話を続けて行くだ
けの聴き取り力はまだない
が、相手のリードによって日
常生活の具体的なテーマや場
面についてはやり取りをする
ことができる。
(ほぼＡ２～Ａ２＋に対応)

!授業・ドイツで"
　家族、周囲の人々、居
住条件、学歴、職歴など
について簡単な言葉で一
連の語句や文を使って説明
できる。
　十分準備時間があれ
ば、関心を持つテーマに
ついて短いプレゼンテー
ションを行なうことがで
きる。
(ほぼＡ２～Ａ２＋に対応)

!授業で"
　簡単な内容については、
文法的誤りやテキスト構
造・表現上の不適切さは多
少あっても、その場で簡単
な報告を書くことができ
る。
　十分時間をかければ、教
科書やビデオのないよう要
約をすることができる。
!ドイツで"
　簡単な事柄についての短
いメモやメッセージ、ある
いは礼状などの個人的な手
紙を書くことができる。
(ほぼＡ２～Ａ２＋に対応)

２年生前半 CEF/A2レベルに至る中間点 CEF/A2レベルに至る中間点 CEF/A2レベルに至る中間点 CEF/A2レベルに至る中間
点

CEF/A2レベルに至る中間
点

１年生後半

!授業で"
　明瞭にゆっくりと話される
なら、課題や説明を理解でき
る。
!ドイツで"
　身の回りの具体的な事柄に
関する基本的な語や表現、説
明を聞き取れる。
(ほぼCEF/A1レベルに対応)

!授業で"
　簡単な教科書のテキストを辞
書の助けを借りて理解できる。
!ドイツで"
　標示やポスター、カタログな
どに書かれた、よく知られた名
前や単語、単純な文などを理解
できる。
(ほぼCEF/A1レベルに対応)

!授業・ドイツで"
　教師がゆっくり話し、繰り
返しや言い換えをし、また自
分が表現する時に助けを出し
てくれるなら、必要に迫られ
た事柄や身近な話題について
の簡単なやり取りをすること
ができる。
(ほぼCEF/A1レベルに対応)

!授業・ドイツで"
　自分の住んでいる所や
町、知っている人たちにつ
いて、簡単な語句や文を
使って説明できる。
　大学生活や日常生活の
大まかな事柄を何とか伝
えることができる。
(ほぼCEF/A1レベルに対
応)

!授業で"
　休暇中の出来事や自分の
趣味などに関して、十分の
時間をかければ、文法的誤
りは多くても、短い報告を
書くことが出来る。
(ほぼCEF/A1レベルに対応)

１年生前半 CEF/A1レベルに至る中間点 CEF/A1レベルに至る中間点 CEF/A1レベルに至る中間点 CEF/A1レベルに至る中間
点

CEF/A1レベルに至る中間
点
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25 専攻語間の共通基盤

社会的説明責任 accountability

自律的学習者 autonomous learners

到達度評価制度のメリット

教員の意識の変化

海外の大学との連携促進の可能性
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到達度目標の適切さの確認と改訂

評価システムの開発 ４技能のテスト

今後の課題

教材・教授法改善へ

ＣＥＦＲを取り入れて改革した結果？
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パイロット調査（2010）の結果

「到達度目標」を知っている学生#　活用

学習動機の変化について

教員の「教育」動機を上げるには？

学生の学習動機は高く自律的

「到達度目標」の存在を知らない学生#　
教員が知らせていない！？
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最近の動き（2007年10月の大学統合後）

CEFRに準じて到達度目標と教育内容を再検討
（ハンガリー語）

ロシア語統一試験に準拠したカリキュラム（ロシア語）

CEFRの自己評価チェックリストの活用（英語）

海外連携ツールとしてCEFRを活用予定（日本語）
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最近の動き（2007年10月の大学統合後）

●  2009年秋： 3, 4年次の到達度目標策定
●  2010年度の『学生便覧』に掲載

＜25言語における1-4年次の到達度目標を示す＞

● 2008年：旧外大の「到達度評価制度」を
新阪大外国語学部でも正式に継承することを決定

#学生の到達度の評価　#妥当性の検討／改善へ
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• 「改革」のロードマップ：　到達度目標→　評価→　改善
→　教材開発→　教授法の工夫→　評価→改善サイクル　

• 学習者の満足度　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
国境を越えた学生の移動をサポート　　　　　　　　　　　
生涯学習を視野に　　　自律的学習者の育成

• 教員の心的サポート（仕事をしやすく）

• グローバル化時代の共通指標（共通メタ言語）としての
CEFR

＜まとめ：言語教育改革の柱？＞
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ご清聴ありがとうございました。

真嶋潤子
jmajima@world-lang.osaka-u.ac.jp
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